
は
じ
め
に

本
稿
は
、
北
朝
末
期
か
ら
唐
代
に
か
け
て
中
国
に
居
住
し
た
ソ
グ
ド
人
の
も
の
と
思
わ
れ
る
漢
文
墓
誌
を
解
読
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
新
た
に
得
ら

れ
る
問
題
点
を
考
察
す
る
も
の
で
あ
る
。

ソ
グ
ド
人
は
中
央
ア
ジ
ア

(

特
に
ソ
グ
デ
ィ
ア
ナ)

を
原
住
地
と
す
る
イ
ラ
ン
系
民
族
で
あ
り
、
彼
ら
が
隋
唐
時
代
の
内
陸
東
西
貿
易
に
大
き
な

役
割
を
果
た
し
、
さ
ら
に
そ
の
一
部
が
は
る
か
東
方
の
中
国
に
ま
で
移
住
し
た
こ
と
は
、
桑
原
隲
蔵
・
羽
田
亨
等
の
諸
先
学
の
研
究
以
来
、
わ
が
国

の
歴
史
学
界
で
は
す
で
に
定
説
と
さ
れ
て
い
る
。
ソ
グ
ド
人
の
東
方
進
出
は
、
北
朝
末
期
の
中
国
史
料
に
す
で
に
確
認
さ
れ
、『

周
書』

異
域
伝
突

厥
の
条
に
、
突
厥
の
族
長
土
門
が
西
魏
に
通
商
を
求
め
た
の
に
対
し
、
西
魏
の
宇
文
泰
は

｢

酒
泉
の
胡
の
安
諾
槃�

｣

を
使
者
と
し
て
派
遣
し
た
と

記
さ
れ
る
。
か
つ
て
松
田
壽
男
氏
が
、
突
厥
の
商
業
立
国
を
主
張
す
る
際
に
依
拠
さ
れ
た
史
料
で
あ
る
が
、
当
時
は
こ
う
し
た
史
料
か
ら
、
南
北
朝

末
期
の
中
国
を
含
む
東
西
交
易
の
一
翼
を
す
で
に
ソ
グ
ド
人
が
担
っ
て
い
た
と
推
測
す
る
に
と
ど
ま
っ
て
い
た
。

と
こ
ろ
が
、
前
世
紀
末
か
ら
今
世
紀
に
か
け
て
、
中
国
で
は
ソ
グ
ド
人
の
も
の
と
思
わ
れ
る
墓
地
が
次
々
と
発
掘
調
査
さ
れ
、
同
時
に
多
数
の
墓

誌
が
発
見
さ
れ
る
に
至
っ
た
。
特
に
、
一
九
八
一
年
か
ら
始
ま
っ
た
寧
夏
回
族
自
治
区
固
原
県
南
郊
の
調
査
で
は
、
現
在
ま
で
に
七
点
の
墓
誌
が
出

土
し
、
そ
れ
ら
に
よ
っ
て
キ
ッ
シ
ュ����
出
身
の
史
氏
一
族
が
ソ
グ
ド
人
ど
う
し
の
通
婚
関
係
を
維
持
し
、
独
自
の
集
落
を
形
成
し
て
い
た
様
子

が
う
か
び
あ
が
っ
て
き
た
。
そ
の
後
、
一
九
九
九
年
に
太
原
市
晋
源
区
王
郭
村
か
ら
隋
・
虞
弘
墓
誌
、
二
〇
〇
〇
年
に
西
安
大
明
宮
遺
址
北
方
か
ら

北
周
・
安
伽
墓
誌
が
出
土
し
、
さ
ら
に
二
〇
〇
三
年
に
は
西
安
大
明
宮
郷
井
上
村
か
ら
ソ
グ
ド
文
三
三
行
、
漢
文
一
八
行
が
刻
さ
れ
た
北
周
・
史
君
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＝
譯�
＝

ソ
グ
ド
人
漢
文
墓
誌
訳
注

(

１)

固
原
出
土

｢

史
射
勿
墓
誌｣

(

隋
・
大
業
六
年)

ソ
グ
ド
人
墓
誌
研
究
ゼ
ミ
ナ
ー
ル



墓
誌
が
発
見
さ
れ
、
同
時
に
そ
れ
ら
の
墓
室
内
に
残
さ
れ
た
石
槨
・
石
屏
等
の
鮮
や
か
な
彫
刻
や
、
ペ
ル
シ
ア
銀
幣
・
ビ
ザ
ン
ツ
金
幣
等
の
出
土
品

に
よ
っ
て
、
わ
れ
わ
れ
は
北
周
・
隋
・
唐
期
の
ソ
グ
ド
文
化
の
あ
り
様
を
目
の
当
た
り
に
す
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
う
し
た
新
出
史
料
の
発
見
を
う
け
て
、
二
〇
〇
四
年
四
月
二
三
日
か
ら
二
五
日
に
か
け
て
、
北
京
・
国
家
図
書
館
で｢

粟
特
人
在
中
国－

歴
史
・

考
古
・
語
言
的
新
探
索
国
際
研
討
会｣

が
開
催
さ
れ
、
有
意
義
な
議
論
が
な
さ
れ
た
。
し
か
し
、
残
念
な
が
ら
わ
が
国
で
は
、
い
ま
だ
こ
れ
ら
の
新

史
料
が
学
界
の
共
有
資
料
と
な
る
ま
で
に
は
研
究
が
進
ん
で
い
な
い
。
殊
に
墓
誌
刻
文
は
、
従
来
の
史
料
を
補
う
極
め
て
貴
重
な
情
報
で
あ
り
、
そ

の
正
確
な
録
文
と
解
読
・
注
釈
と
の
提
供
は
急
が
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。

そ
こ
で
、
本
連
載
を
開
始
す
る
も
の
で
あ
る
。

固
原
の
隋
唐
墓
群
と
史
氏
一
族

墓
群
は
、
寧
夏
回
族
自
治
区
固
原
県
西
南
の
南
郊
郷
に
あ
る
。
固
原
県
と
白
馬
山
に
挟
ま
れ
た
平
坦
な
高
原
地
帯
の
東
南
部
に
あ
た
り
、
高
原
の

西
部
で
は
北
周
・
李
賢
夫
妻
墓
、
宇
文
猛
墓
も
発
見
さ
れ
て
い
る
。
隋
唐
墓
群
は
、
南
郊
郷
の
羊
坊
村
・
小
馬
荘
村
・
王��

村
に
分
属
し
、
東
西

四
・
六
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
わ
た
っ
て
分
布
す
る
。
調
査
は
、
一
九
八
一
年
に
寧
夏
固
原
文
物
工
作
站
に
よ
っ
て
開
始
さ
れ
、
八
四
年
に
固
原
博
物
館

が
設
立
さ
れ
る
と
、
同
博
物
館
考
古
隊
、
寧
夏
文
物
考
古
研
究
所
に
受
け
継
が
れ
、
八
七
年
ま
で
に
隋
唐
墓
地
八
座
が
発
掘
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
史

道
洛
墓
が
日
中
合
同
の
原
州
聯
合
考
古
隊
に
よ
っ
て
発
掘
さ
れ
、
史
氏
一
族
の
墓
誌
は
こ
れ
ま
で
に
計
七
誌
が
発
見
さ
れ
た
。
そ
れ
ら
を
刻
文
の
年

代
順
に
揚
げ
れ
ば
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

①

｢

史
射
勿
墓
誌｣
(

隋
・
大
業
六
年
、
六
一
〇)

②

｢
史
道
洛
墓
誌｣

(

唐
・
顕
慶
三
年
、
六
五
八)

③

｢

史
索
巌
墓
誌｣

(

唐
・
顕
慶
三

年
、
六
五
八)

④

｢

史
索
巌
妻
安
娘
墓
誌｣

(

唐
・
麟
徳
元
年
、
六
六
四)

⑤

｢

史
訶
耽
墓
誌｣

(

唐
・
咸
亨
元
年
、
六
七
〇)

⑥

｢

史
鉄

棒
墓
誌｣
(

唐
・
咸
亨
元
年
、
六
七
〇)

⑦

｢

史
道
徳
墓
誌｣

(

唐
・
儀
鳳
三
年
、
六
七
八)

ま
た
、
こ
れ
ら
の
墓
誌
文
か
ら
知
ら
れ
る
血
縁
関
係
に
基
づ
い
て
系
図
を
作
成
し
て
み
れ
ば
、
次
の
と
お
り
で
あ
る

(

太
字
は
墓
誌
出
土)

。
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す
な
わ
ち
、
固
原
史
氏
一
族
の
系
譜
は
、
史
射
勿
系
と
史
索
巌
系
と
に
分
け
ら
れ
る
。
そ
こ
で
本
訳
注
で
は
、
先
に
史
射
勿
の
系
譜
を
追
い
、
つ

い
で
史
索
巌
系
の
墓
誌
を
取
り
上
げ
、
そ
の
後
に
虞
弘
墓
誌
、
安
伽
墓
誌
等
を
扱
い
た
い
。
し
た
が
っ
て
、
ま
ず
本
号
で
は

｢

史
射
勿
墓
誌｣

を
取

り
上
げ
る
こ
と
に
す
る
。

さ
て
、
史
射
勿
墓
は
小
馬
荘
村
北
方
に
存
在
し
、
一
九
八
七
年
七
月
に
寧
夏
文
物
考
古
研
究
所
に
よ
っ
て
発
掘
さ
れ
、
誌
蓋
と
誌
石
が
発
見
さ
れ

た
。
誌
石
は
横
四
六
・
四
、
縦
四
五
、
厚
さ
六�
、
誌
文
は
全
二
三
行
、
一
行
二
四
字
で
、
最
後
の
一
行
が
空
白
と
さ
れ
て
い
る
。
書
体
は
楷
書
で

刻
さ
れ
、
一
部
に
異
体
字
が
見
ら
れ
る
。
な
お
、
誌
蓋
に
は
篆
書
で
五
行
、
一
行
四
字
で

｢
大
隋
正
議
大
夫
右
領
軍
驃
騎
將
軍
故
史
府
君
之
墓
誌｣

の
二
〇
字
が
刻
さ
れ
る
。
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張
氏

康
氏

護
羅

訶
耽

長
楽

懐
慶

安
楽

孝
忠

史
妙
尼

波
波
匿

認
愁

射
勿

大
興

鉄
棒

胡
郎

孝
義

道
洛

徳

拒
達

安
娘

法
僧

徳
僧

索
巌

徳
威

史
羅

嗣

多

神
義

□

道
徳

文
瑰



参
考
文
献

固
原
隋
唐
墓
群
の
調
査
報
告
書

①

寧
夏
回
族
自
治
区
固
原
博
物
館
・
羅
豊
編
著

『

固
原
南
郊
隋
唐
墓
地』
(

文
物
出
版
社
、
一
九
九
六
年)

②

寧
夏
回
族
自
治
区
固
原
博
物
館
・
中
日
原
州
聯
合
考
古
隊
編

『

原
州
古
墓
集
成』

(

文
物
出
版
社
、
一
九
九
九
年)

③

原
州
聯
合
考
古
隊
編

『

唐
史
道
洛
墓』

(

勉
誠
出
版
、
一
九
九
九
年)

ソ
グ
ド
人
関
係
出
土
史
料
の
集
成

④

栄
新
江
・
張
志
清
主
編

『

従
撒
馬
爾
干
到
長
安－

粟
特
人
在
中
国
的
文
化
遺
迹』

(

北
京
図
書
館
出
版
社
、
二
〇
〇
四
年)

個
別
論
文

⑤

趙
超

｢

対
史
道
徳
墓
誌
及
其
族
属
的
一
点
看
法｣

(『

文
物』

一
九
八
六－

七)

⑥

馬
馳

｢

史
道
徳
的
族
属
・
籍
貫
及
後
人｣

(『

文
物』

一
九
九
一－

五)

⑦

李
鴻
賓

｢

史
道
徳
族
属
及
中
国
境
内
昭
武
九
姓｣

(『

中
央
民
族
学
院
学
報』

一
九
九
二－

三)

日
文
に
よ
る
紹
介
・
論
考

⑧

菅
谷
文
則

｢『

胡
人』

の
墓
を
発
掘
す
る－

寧
夏
固
原
史
氏
一
族
墓｣

(『

月
刊
し
に
か』

一
九
九
八－

七)

⑨

山
下
将
司｢

新
出
土
史
料
よ
り
見
た
北
朝
末
・
唐
初
間
ソ
グ
ド
人
の
存
在
形
態－

固
原
出
土
史
氏
墓
誌
を
中
心
に｣

(『

唐
代
史
研
究』

七
、

二
〇
〇
四
年)

以
上
の
う
ち
、｢

史
射
勿
墓
誌｣

の
拓
本
写
真
は
、
文
献
①
一
八
頁
、
②
図
版
九
二
、
④
九
〇
頁
に
、
録
文
は
文
献
①
一
六
〜
一
九
頁
に
、
墓
誌

文
と
在
来
史
料
と
の
基
礎
的
な
対
照
は
文
献
①
一
八
五
〜
一
九
六
頁
に
、
そ
れ
ぞ
れ
掲
載
さ
れ
る
。
墓
室
の
構
造
や
出
土
遺
物
、
お
よ
び
発
掘
調
査

経
過
の
詳
細
は
、
文
献
①
七
〜
三
〇
頁
、
②
図
版
八
三
〜
九
六
を
参
照
さ
れ
た
い
。

(

入
稿
後
に
、
羅
豊

『

胡
漢
之
間－�
絲
綢
之
路�
与
西
北
歴
史
考
古』

(

文
物
出
版
社
、
二
〇
〇
四
年
九
月)

が
刊
行
さ
れ
た
が
、
本
稿
で
は

参
照
し
て
い
な
い
。)
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｢

史
射
勿
墓
誌｣

訳
注

凡
例

１

本
訳
注
は
、
録
文
・
訓
読
・
語
釈
・
口
語
訳
か
ら
な
る
。

２

テ
キ
ス
ト
は
、
最
も
鮮
明
な
上
記
文
献
②
図
版
九
二
の
拓
本
写
真
に
よ
る
。

３

録
文
は
、
極
力
テ
キ
ス
ト
の
字
体
に
忠
実
に
写
し
、
一
部
の
異
体
字
は
本
字
に
改
め
た
。
改
行
、
空
格
も
テ
キ
ス
ト
ど
お
り
と
し
、
便
宜
上
句

読
点
を
付
し
た
。
ま
た
、
訓
読
と
語
釈
見
出
し
の
字
体
は
録
文
に
従
い
、
そ
の
他
は
常
用
漢
字
を
使
用
し
た
。

４

語
釈
中
に
お
け
る
引
用
史
料
の
典
拠
は
次
の
と
お
り
で
、
引
用
箇
所
を
頁
数
で
示
し
た

(

後
文

｢

考
察｣

も
同
様)

。

正
史
＝
北
京
・
中
華
書
局
標
点
本

『

通
典』

＝
同

(

一
九
八
八
年)

『

資
治
通
鑑』

＝
同

(

一
九
五
六
年)

『

元
和
郡
県
図
志』

＝
同

(

一
九
八
三
年)

『

楚
辞』

＝
四
部
叢
刊
初
編

『

楚
辞
補
注』

５

本
稿
に
登
場
す
る
地
名
に
つ
い
て
は
、
末
尾

｢

関
連
地
図｣

を
参
照
さ
れ
た
い
。

６

担
当
は
、
原
文
第
七
行｢

掩
討
稽
胡｣

ま
で
を
福
島
恵
、
第
一
三
行｢

入
磧｣

ま
で
を
吉
田
愛
、
銘
文
の
前
ま
で
を
日
比
野
洋
平
・
谷
口
建
速
、

銘
文
を
酒
井
規
史
が
分
担
執
筆
し
、
石
見
清
裕
が
そ
れ
ら
を
ま
と
め
、
ま
た
そ
の
他
の
部
分
を
執
筆
し
た
。
本
稿
の
責
任
の
一
切
は
、
石
見
に

あ
る
も
の
と
す
る
。
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【
録
文
】

１

大
隋
正
議
大
夫
、右
領
軍
驃
騎
將
軍
、故
史
府
君
之
墓
誌
銘

２

公
、諱
射
勿
、字
槃�
。平
涼
平
高
縣
人
也
。其
先
出
自
西
國
。曽
祖
妙
尼
、

３

祖
波
波
匿
、並
仕
本
國
、倶
為
薩
寳
。父
認
愁
、蹉�
、年
髪
、舛
此
宦
途
。公
、

４

幼
而
明
敏
、風
情
爽
悟
、�
悍
蓋
世
、勇
力
絶
人
。保
定
四
年
、従
晉
蕩
公

５

東
討
。天
和
元
年
、従
平
高
公
、於
河
東
作
鎮
。二
年
正
月
、蒙
授
都
督
。其

６

年
二
月
、被
使
、従�
國
公
、征
王
壁
城
。建
徳
五
年
、又
、従
申
國
公
撃
破

７�
關
、大
蒙
優
賞
。宣
政
元
年
、従
上
柱
國
齊
王
憲
掩
討
稽
胡
。開
皇
二

８

年
、従
上
開
府
岐
章
公
李
軌
出
向
涼
州
、与
突
厥
戰
于
城
北
。又
、隨
史

９

万
歳
羅
截
奔
徒
。開
皇
三
年
、應
募
、隨
上
開
府
姚
辯
北
征
、隨
方
剿
樸
。

��
又
、従
安
豊
公
、高
越
盡
鋭
攻
圍
。十
年
正
月
、従

駕
幸
并
州
。十
四
年
、

��
轉
帥
都
督
。十
有
七
年
、遷
大
都
督
。十
九
年
、又
、隨
越
國
公
素
絶
幕
、大

��
殲
凶
黨
、�
類
無
遺
。即
蒙
授
開
府
儀
同
三
司
、以
旌
殊
績
。其
年
十
一

��
月
、�
授
驃
騎
将
軍
。廿
年
、又
、従

齊
王
入
磧
。仁
壽
四
年
、蒙
賜
粟

��
一
千
石
、甲
第
一
區
、并
奴
碑
、綾
絹
、前
後
委
積
。大
業
元
年
、轉
授
右
領

��
軍
驃
騎
將
軍
、又
、蒙
賜
物
三
百
段
、米
二
百
斛
。其
年
、又
、従

駕
幸
楊

��
州
、蒙
賜
物
四
百
段
、錢
六
万
文
。五
年
三
月
廿
四
日
、遘
疾
、薨
于
私
第
。

��
時
年
六
十
有
六
。即
以
六
年
太
歳
庚
午
正
月
癸
亥
朔
廿
二
日
甲
申
、

��
葬
于
平
涼
郡
之
咸
陽
郷
賢
良
里
。嗚
呼
、哀
哉
。世
子
訶
耽
、次
長
樂
、次

��
安
樂
朝
請
大
夫
、次
大
興
、次
胡
郎
、次
道
樂
、次
拒
達
、並
有
孝
性
、倶
能

��
追
遠
。懼
茲
陵
谷
、乃
作
銘
云
。

��
洪
源
峻
極
、慶
緒
靈
長
。�
興
石
室
、族
熾
金
方
。維
公
、降
誕
、家
族
載
昌
。

��
撫
劔
従
驃
、挺
刃
勤
王
。位
以
功
進
、賞
以
誠
来
。既
登
上
将
、即
擬
中
台
。

��
驚
飆
何
迅
、�
光
遽
頽
。何
年
何
歳
、松�
方
摧
。
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【
訓
読
】

大
隋
の
正
議
大
夫①

、
右
領
軍
驃
騎
將
軍②

、
故
史
府
君
の
墓
誌
銘

公
、
諱
は
射
勿
、
字
は
槃�

③

。
平
涼
平
高
縣④

の
人
な
り
。
其
の
先
は
西
國
よ
り
出
づ
。
曽
祖
妙
尼
、
祖
波
波
匿
は
、
並
び
に
本
國
に
仕
え
、
倶
に

薩
寳⑤

と
為
る
。
父
認
愁
は
、
蹉�
⑥

し
、
年
髪⑦

に
し
て
、
此
の
宦
途
に
舛そ
む

く
。
公
、
幼
く
し
て
明
敏
、
風
情
は
爽
悟⑧

、�

悍⑨

た
る
こ
と
世
を
蓋
い
、
勇

力⑩

は
人
を
絶
す
。
保
定
四
年
、
晉
蕩
公
に
従
い
て
東
の
か
た
討
つ⑪

。
天
和
元
年
、
平
高
公
に
従
い
、
河
東
に
於
い
て
鎮
を
作
す⑫

。
二
年
正
月
、
都
督⑬

を
授
け
ら
る
。
其
年
二
月
、
使
い
せ
ら
れ
、�
國
公⑭

に
従
い
て
、
王
壁
城⑮

を
征
す
。
建
徳
五
年
、
又
、
申
國
公
に
従
い
て�

關
し
か
ん

を
撃
破
し⑯

、
大
い
に

優
賞
を
蒙
る
。
宣
政
元
年
、
上
柱
國
齊
王
憲
に
従
い
て
稽
胡
を
掩
討
す⑰

。

開
皇
二
年
、
上
開
府
岐
章
公
李
軌⑱

に
従
い
て
出
で
て
涼
州⑲

に
向
か
い
、
突
厥
と
城
北
に
戰
う
。
又
、
史
万
歳⑳

に
隨
い
奔
徒
を
羅
截
す
。
開
皇
三
年
、

募
に
應
じ
、
上
開
府
姚
辯��
に
隨
い
て
北
の
か
た
征
し
、
方
に
隨
い
て
剿
撲
す
。
又
、
安
豊
公
に
従
い
、
高
越
に
鋭
を
盡
く
し
攻
め
圍
む��
。
十
年
正
月
、

駕
の
并
州
に
幸
す
る��
に
従
う
。
十
四
年
、
帥
都
督��
に
轉
ず
。
十
有
七
年
、
大
都
督��
に
遷
る
。
十
九
年
、
又
、
越
國
公
素��
に
隨
い
て
絶
幕��
し
、
大
い
に

凶
黨
を
殱
ぼ
し
、�
類��
は
遺
る
こ
と
無
し
。
即
ち
開
府
儀
同
三
司��
を
授
け
ら
れ
、
旌
を
以
て
績
を
殊
に
す
。
其
の
年
十
一
月
、�

も
て
驃
騎
将
軍��
を

授
け
ら
る
。
廿
年
、
又
、
齊
王��
に
従
い
て
磧
に
入
る
。

仁
壽
四
年��
、
賜
粟
一
千
石
・
甲
第
一
區
、
并
び
に
奴
婢
・
綾
絹
を
蒙
り
、
前
後
委
積
す
。
大
業
元
年
、
轉
じ
て
右
領
軍
驃
騎
將
軍
を
授
か
り
、
又
、

賜
物
三
百
段
・
米
二
百
斛
を
蒙
る
。
其
年
、
又
、
駕
の
楊
州
に
幸
す
る��
に
従
い
、
賜
物
四
百
段
・
錢
六
万
文
を
蒙
る
。

五
年
三
月
廿
四
日
、
疾
に
遘
い
、
私
第
に
薨
ず
。
時
に
年
六
十
有
六
。
即
ち
六
年
太
歳
庚
午
正
月
癸
亥
朔
廿
二
日
甲
申
を
以
て
、
平
涼
郡
の
咸
陽

郷
賢
良
里
に
葬
る
。
嗚
呼
、
哀
し
い
か
な
。

世
子
の
訶
耽��
、
次
の
長
樂
、
次
の
安
樂
は
朝
請
大
夫��
、
次
の
大
興��
、
次
の
胡
郎
、
次
の
道
樂��
、
次
の
拒
達
、
並
び
に
孝
性
有
り
て
、
倶
に
能
く
追

遠
す
。
茲
の
陵
谷
を
懼
れ
、
乃
ち
銘
を
作
り
て
云
う
。

洪
源
は
峻
極
に
し
て
、
慶
緒
は
靈
長
た
り
。�
は
石
室��
に
興
り
、
族
は
金
方��
に
熾さ
か

ん
な
り
。
維こ

れ
公
、
降
誕
し
、
家
族
は
載
す
な
わ

ち
昌
ん
な
り
。
劔

を
撫
し
て
驃
に
従
い
、
刃
を
挺ぬ

き
て
王
に
勤
む
。
位
は
功
を
以
て
進
み
、
賞
は
誠
を
以
て
来
る
。
既
に
上
将
に
登
り
、
即
ち
中
台��
に
擬
う
。
驚
飆
の

何
ぞ
迅
き
か
、�
光��
遽に
わ

か
に
頽く
ず

る
。
何
れ
の
年
か
何
れ
の
歳
か
、
松� ��
方
に
摧
け
ん
。
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【
語
釈
】

①
｢

正
議
大
夫｣

隋
・
煬
帝
期
の
文
散
官
、
正
四
品
。『

隋
書』

巻
二
八
、
百
官
志
下
、
隋
煬
帝
官
制

(

七
九
四
頁)

に
よ
る
と
、
煬
帝
の
官
制
改

革
で
設
置
さ
れ
る
。『

通
典』

巻
三
四
、
職
官
一
六
、
文
散
官
光
禄
大
夫
以
下

(

九
三
六
頁)

に
、｢

正
議
大
夫
、
通
議
大
夫
、
皆
隋
置
散
官
、
蓋

取
秦
大
夫
掌
論
議
之
義
。
大
唐
並
因
之｣

と
あ
る
。
本
墓
誌
文
中
に
は
正
議
大
夫
を
授
け
ら
れ
た
記
載
は
な
く
、
卒
後
の
贈
官
で
あ
る
と
思
わ
れ

る
。

②

｢

右
領
軍
驃
騎
將
軍｣

右
領
軍
の
統
率
下
に
あ
る
驃
騎
府
の
長
官
。
後
掲

｢

考
察｣

参
照
。

③

｢

諱
は
射
勿
、
字
は
槃�

｣

天
宝
一
〇
載

(

七
五
一)

｢

燉
煌
県
差
科
簿｣

に

｢

安
射
勿
盤�

｣

の
名
が
見
え
る
の
で

(

池
田
温

『

中
国
古
代
籍

帳
研
究－

概
観
・
録
文－

』

東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
七
九
年
、
二
七
二
頁)

、
こ
こ
は
諱
と
字
と
を
合
わ
せ
た

｢

射
勿
槃�

｣

が
ソ
グ
ド
語
の

音
写
で
あ
り
、
墓
主
の
本
名
と
思
わ
れ
る
。
吉
田
豊
氏
は
、｢

射
勿｣

(＊��� �� ��� �� �)
を
ソ
グ
ド
語
の
第
一
一
の
月
の
女
神������

に
由
来
す
る

ソ
グ
ド
人
名����
と
同
様
で
あ
り
、
ま
た

｢

盤�
｣
(＊���� ���� )
は
ソ
グ
ド
語
の

｢

僕｣

の
意
で
あ
る����

の
音
写
で
あ
る
と
す
る

(

吉
田

豊

｢

ソ
グ
ド
語
雑
録(

Ⅱ)｣

、『

オ
リ
エ
ン
ト』

三
一－

二
、
一
九
八
八
年
、
同

｢

ソ
グ
ド
語
雑
録

(

Ⅲ)｣

、『

内
陸
ア
ジ
ア
言
語
の
研
究』

Ⅴ(

神

戸
市
外
国
語
大
学
外
国
学
研
究
二
一)

、
一
九
八
九
年
、
同��������������������������������������������������������������

��������������������������������������� ���������������������������������������������������������������
�������������������������������������� ���������������������������������������������������������������������
����������)

。

④

｢

平
涼
平
高
縣｣

現
在
の
寧
夏
回
族
自
治
区
南
部
の
固
原
市
一
帯
。
六
盤
山
の
麓
で
、
銀
川
・
蘭
州
・
西
安
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
三
〇
〇
〜
四
〇
〇

�
の
距
離
に
位
置
す
る
。『

隋
書』

巻
二
九
、
地
理
志
上
、
平
涼
郡

(

八
一
二
頁)

の
条
に
は
、
平
涼
郡
に
は
五
つ
の
県
が
属
し
て
お
り
、
そ
の

う
ち
の
一
つ
に
平
高
県
が
見
え
る
。
ま
た
、『

元
和
郡
県
図
志』

巻
三
、
関
内
道

(

五
八
頁)

に
よ
る
と
、
同
県
内
に
関
中
四
関
の
ひ
と
つ
で
あ

る
蕭
関
が
あ
り
、
古
来
、
西
域
と
西
安
・
洛
陽
と
を
結
ぶ
交
通
の
要
地
で
あ
っ
た
。

⑤

｢

薩
寳｣

唐
代
以
前
に
は

｢

薩
保｣

、｢

薩
甫｣

と
も
記
さ
れ
る
。
吉
田
豊
氏
に
よ
る
と
、
ソ
グ
ド
語
の�������
の
音
写
で
、
キ
ャ
ラ
バ
ン
の
リ
ー

ダ
ー
の
意

(

吉
田
豊

｢

ソ
グ
ド
語
雑
録

(

Ⅱ)｣)

。
ま
た
、
荒
川
正
晴
氏
に
よ
る
と
、
薩
宝
は
、
北
魏
か
ら
隋
に
か
け
て
は
、
中
国
領
内
に
居
留

す
る
ソ
グ
ド
人
の
聚
落
を
統
括
さ
せ
る
た
め
の
も
の
で
あ
り
、
唐
代
に
な
る
と�
教

(
ゾ
ロ
ア
ス
タ
ー
教)

及
び
そ
の
信
徒
の
管
理
が
重
要
な
職

務
と
な
っ
た
と
い
う

(

荒
川
正
晴

｢

北
朝
隋
・
唐
代
に
お
け
る

｢

薩
寳｣

の
性
格
を
め
ぐ
っ
て｣
、『

東
洋
史
苑』

五
〇
・
五
一
合
併
号
、
一
九
九
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八
年
、
同

｢

ソ
グ
ド
人
の
移
住
聚
落
と
東
方
交
易
活
動｣

、
岩
波
講
座
世
界
歴
史
一
五

『

商
人
と
市
場』

、
一
九
九
九
年)

。

⑥
｢

蹉�
｣

つ
ま
ず
く
、
時
機
を
失
う
。
ふ
し
あ
わ
せ
で
志
を
得
な
い
。『

楚
辞』

王
襃
、
九
懐
、
株
昭

(

一
四
九
頁)

に

｢

驥
垂
両
耳
兮
、
中
坂

蹉�
(

王
逸
注：

蹉�
、
失
足)｣

と
あ
り
、
本
来
は
つ
ま
ず
く
の
意
で
あ
る
が
、
転
じ
て
唐
代
で
は
張
九
齢

｢

照
鏡
見
白
髪
詩｣

に

｢

宿
昔
青

雲
志
、
蹉�
白
髪
年｣

と
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
時
機
を
失
う
の
意
で
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

⑦

｢

年
髪｣
老
人
の
髪
、
老
齢
の
意
。

⑧

｢

爽
悟｣
さ
と
く
、
か
し
こ
い
の
意
。

⑨

｢�
悍｣

剽
悍
の
こ
と
。
す
ば
や
く
あ
ら
あ
ら
し
い
の
意
。
張
衡

｢

西
京
賦｣

に

｢

茂
陵
之
原
、
陽
陵
之
朱
、�

悍�

豁
、
如
虎
如�

｣

と
あ

る
。

⑩

｢

勇
力｣

勇
気
が
あ
り
、
力
が
強
い
の
意
。『

左
伝』

襄
公
二
一
に

｢

生
叔
虎
、
美
而
有
勇
力｣

と
あ
る
。

⑪

｢

晉
蕩
公
に
従
い
て
東
の
か
た
討
つ｣

晋
蕩
公
は
、
宇
文
護
の
こ
と
。『

周
書』

巻
一
一
に
立
伝
さ
れ
る
。
彼
の
東
討
に
つ
い
て
は

『

周
書』

巻

五
、
武
帝
紀
上
、
保
定
四
年

(

五
六
四)
一
〇
月
の
条

(

七
〇
頁)

に

｢

甲
子
、
詔
大
将
軍
、
大
冢
宰
、
晋
国
公
護
率
軍
伐
斉｣

と
あ
り
、
あ
る

い
は

『

周
書』

巻
二
一
、
王
謙
伝

(

三
四
〇
頁)

に

｢(

王)

雄
従
晋
公
護
東
討｣

と
見
え
る
。
史
射
勿
は
こ
れ
に
従
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

⑫

｢

平
高
公
に
従
い
、
河
東
に
於
い
て
鎮
を
作
す｣

北
周
期
に
平
高
公
の
封
爵
を
持
つ
の
は
、
侯
伏
侯
龍
恩
と
い
う
人
物
だ
け
で
あ
る

(『

周
書』

巻
五
、
武
帝
紀
上
、
七
八
頁
、
同
書
巻
四
七
、
強
練
伝
、
八
〇
五
頁)

。
し
か
し
、
彼
が

｢

河
東
に
於
て
作
鎮
し
た｣

と
い
う
記
述
は
ど
こ
に
も

見
あ
た
ら
な
い
。
一
方
、
隋
代
で
は
李
詢
と
い
う
人
物
が
平
高
郡
公
の
爵
を
有
し
て
い
た

(『

隋
書』

巻
三
七
、
李
詢
伝
、
一
一
二
二
頁)

。
李
詢

は
、
後
掲
語
釈
⑯
の
申
国
公
李
穆
の
甥
に
あ
た
る
。
当
時
、
李
穆
は
原
州
刺
史
で
あ
り

(『

隋
書』

巻
三
七
、
李
穆
伝
、
一
一
一
六
頁)

、
墓
主
史

射
勿
は
し
ば
し
ば
こ
の
李
氏
一
族
に
従
軍
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
こ
の

｢

平
高
公｣

は
本
墓
誌
が
刻
さ
れ
た
隋
代
の
封
爵
に
よ
っ
て
記
述
し
た

も
の
で
、
李
詢
を
指
し
て
い
る
と
解
釈
す
る
方
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。

⑬

｢

都
督｣

北
周
期
の
武
官
、
位
は
七
命
。
後
掲

｢

考
察｣

参
照
。

⑭

｢�
國
公｣

北
周
の
上
大
将
軍
王
軌
の
こ
と
。『

周
書』

巻
四
〇
、
王
軌
伝

(
七
一
一
頁)

に
は
、
建
徳
五
年

(

五
七
六)

に�
国
公
邑
三
千
戸

に
進
爵
さ
れ
た
と
あ
る
が
、
同
書
巻
六
、
武
帝
紀
下

(

一
〇
四
頁)

で
は
、
建
徳
六
年

(

五
七
七)

九
月
の
条
に
載
せ
る
。
但
し
、
史
書
に
は
彼

の
王
壁

(

玉
壁)

城
征
討
の
記
事
は
見
ら
れ
な
い
。

⑮

｢

王
壁
城｣

『

周
書』

『

北
史』

『

隋
書』

に
は
王
壁
城
は
見
え
ず
、
こ
こ
は

｢

玉
壁
城｣
を
指
す
と
思
わ
れ
る
。『

周
書』

巻
三
一
、
韋
孝
寛
伝
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(

五
三
八
頁)

に

｢

保
定

(

五
六
一
〜)

初
、
以
孝
寛
立
勲
玉
壁
、
遂
於
玉
壁
置
勲
州
、
仍
授
勲
州
刺
史
。
斉
人
遣
使
至
玉
壁
、
求
通
互
市｣

と

あ
り
、
北
周
期
に
は
勲
州
が
置
か
れ
た
。
山
西
省
稷
山
県
の
西
南
。
同
地
は
、
西
魏
・
北
周
と
東
魏
・
北
斉
と
が
常
に
対
峙
し
た
要
衝
。

⑯

｢
申
國
公
に
従
い
て�
關
を
撃
破
し｣

申
国
公
は
北
周
・
李
穆
を
指
す
。『

周
書』

巻
三
〇
、
李
穆
伝

(

五
二
八
頁)

に
、｢

天
和
二
年

(

五
六

七)
、(
李
穆)

進
封
申
国
公
。
…
…
建
徳
元
年

(

五
七
二)

遷
太
保
、
尋
出
為
原
州
総
管
。
四
年
、
高
祖
東
征
、
令
穆
率
兵
三
万
、
別
攻�

関
及

河
北
諸
県
、
並
破
之｣

と
あ
り
、
李
穆
伝
は�
関
遠
征
を
前
年
の
建
徳
四
年

(

五
七
五)

の
こ
と
と
し
て
い
る
が
、
李
穆
が
原
州
総
管
で
あ
っ
た

こ
と
か
ら
も
、
史
射
勿
の�
関
攻
撃
は
こ
れ
に
従
軍
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
前
掲
語
釈
⑫
の
ご
と
く
、
李
穆
は
当
時
原
州
刺
史
で
あ
っ
た
。
墓

誌
に
は
続
い
て

｢
大
い
に
優
賞
を
蒙
る｣

と
あ
る
が
、『

周
書』

巻
二
九
、
伊
婁
穆
伝

(

五
〇
〇
頁)

に

｢

従
柱
国
李
穆
平�

関
等
城
、
賞
布
帛

三
百
疋
、
粟
三
百
石
、
田
三
十
頃｣

と
見
え
、
史
射
勿
も
こ
う
し
た
褒
賞
に
準
じ
た
の
で
あ
ろ
う
。
な
お
、�

関
は『

元
和
郡
県
図
志』

巻
一
六
、

河
北
道
一

(

四
四
四
頁)
に

｢
第
一
曰�
関�
、
今
属
河
南
府
済
源
県｣

と
あ
る
。
現
在
の
河
南
省
済
源
市
一
帯
。

⑰

｢

上
柱
國
齊
王
憲
に
従
い
て
稽
胡
を
掩
討
す｣

斉
王
憲
と
は
、
宇
文
憲
の
こ
と
。『

周
書』

巻
六
、
武
帝
紀
下
、
建
徳
六
年

(

五
七
七)

一
一
月

の
条

(

一
〇
四
頁)

に

｢

庚
午
、
…
…
是
月
、
稽
胡
反
、
遣
斉
王
憲
率
軍
討
平
之｣

と
あ
り
、
宇
文
憲
の
稽
胡

(

匈
奴
の
別
種
と
さ
れ
る)

の
平

定
に
史
射
勿
が
従
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。｢

掩
討｣

は
、
敵
の
不
意
を
襲
っ
て
討
つ
の
意
。

⑱

｢

上
開
府
岐
章
公
李
軌｣

北
周
の
大
将
軍
李
賢
の
子
、
李
軌
の
こ
と
。
固
原
県
南
郊
郷
深
溝
村
か
ら
出
土
し
た
李
賢
の
墓
誌
に

｢

次
子
軌
帥
都

督
昇
遷
伯

次
子
詢
都
督
左
侍
上
士｣

と
あ
り

(
文
献
②
図
版
五
三)

、
前
掲
語
釈
⑫
の
李
詢
の
兄
と
わ
か
る
。『

北
史』

巻
五
九
、
李
賢
伝
附

孝
軌
伝
・
詢
伝

(

二
一
〇
八
頁)

に
は

｢

吉
弟
孝
軌
、
開
府
儀
同
大
将
軍
、
升
遷
縣
伯
、
後
封
奇
章
公｣

と
あ
り
、
孝
軌
と
記
さ
れ
る
が
、
李
詢

の
字
が
孝
詢
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
彼
の
場
合
も
名
が
軌
、
字
が
孝
軌
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
。

⑲

｢

涼
州｣

現
在
の
甘
粛
省
武
威
市
一
帯
。

⑳

｢

史
万
歳｣

京
兆
杜
陵
の
人
。
若
い
と
き
か
ら
騎
射
を
善
く
し
て
兵
書
を
好
み
、
突
厥
に
も
恐
れ
ら
れ
る
ほ
ど
武
に
秀
で
て
い
た
が
、
楊
素
の

讒
言
に
よ
り
殺
さ
れ
た
。『

隋
書』

巻
五
三

(

一
三
五
三
頁)

・『

北
史』
巻
七
三

(

五
二
五
三
頁)

に
伝
が
あ
る
。
史
万
歳
の
突
厥
関
連
記
事
は
、

『

資
治
通
鑑』

巻
一
七
五
、
陳
紀

(

五
四
六
四
頁)

に
は
開
皇
三
年

(

五
八
三)
に
載
せ
て
お
り
、
開
皇
二
年
の
動
向
は
不
明
で
あ
る
。

��｢

上
開
府
姚
辯｣

隋
代
に
、
霊
州
総
管
・
大
将
軍
・
左
武
候
大
将
軍
な
ど
を
歴
任
。
大
業
七
年

(

六
一
一)

に
卒
す
。『

隋
書』

巻
二
、
高
祖
紀

下

(

四
〇
頁)

に
は
開
皇
一
六
年

(

五
九
六)

以
降
の
記
事
、
巻
八
四
、
突
厥
伝

(
一
八
七
三
頁)

に
も
開
皇
一
七
年
以
降
の
記
事
し
か
な
く
、

正
史
か
ら
は
姚
辯
の
開
皇
三
年
の
動
向
は
不
明
で
あ
る
が
、『

金
石
萃
編』

巻
四
〇
に
姚
辯
墓
誌
が
収
録
さ
れ
て
お
り
、
そ
こ
に
は

｢

開
皇
元
年
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授
上
開
府
儀
同
三
司
進
爵
為
公
増
邑
為
一
千
戸
…
…
三
年
匈
奴
復
入
涼
州

詔
以
公
爲
行
軍
都
督
前
後
衝
撃
昼
夜
攻
囲｣

と
あ
り
、
繋
年
が
本

墓
誌
と
一
致
す
る
。

��｢
安
豊
公
に
従
い
、
高
越
に
鋭
を
盡
く
し
攻
め
圍
む｣

安
豊
公
は
竇
栄
定
の
こ
と
。
扶
風
平
陵
の
人
。
北
周
・
文
帝
の
傘
下
に
入
り
、
北
斉
を

討
っ
て
功
績
を
あ
げ
た
。
妻
は
隋
・
文
帝
の
長
姉
。
隋
代
に
、
上
柱
国
・
右
武
衛
大
将
軍
と
な
り
、
安
豊
郡
公
に
封
ぜ
ら
れ
た
。『

隋
書』

巻
三

九
、
竇
栄
定
伝(

一
一
五
一
頁)

に｢

突
厥
沙
鉢
略
寇
辺
、
以
為
行
軍
元
帥
、
率
九
総
管
、
歩
騎
三
万
、
出
涼
州
。
与
虜
戦
於
高
越
原｣

と
あ
る
。

ま
た
、
高
越
原
は

『

中
国
歴
史
地
図
集』

五
で
は
、
涼
州
の
北
方
に
比
定
さ
れ
て
い
る
。

��｢
并
州
に
幸
す
る｣
并
州
は
現
在
の
山
西
省
太
原
市
一
帯
。『

隋
書』

巻
二
、
高
祖
紀
下
、
開
皇
一
〇
年
の
条

(

三
四
頁)

に
は
、｢

二
月
庚
申
、

幸
并
州｣

と
あ
る
。

��｢
帥
都
督｣

隋
・
文
帝
期
で
は
従
六
品
の
武
散
官
。
後
掲

｢

考
察｣

参
照
。

��｢
大
都
督｣

隋
・
文
帝
期
で
は
正
六
品
の
武
散
官
。
後
掲

｢

考
察｣

参
照
。

��｢
越
国
公
素｣

楊
素
の
こ
と
。
弘
農
華
陰
の
人
。
初
め
、
北
周
・
武
帝
に
仕
え
て
、
車
騎
大
将
軍
と
な
る
。
後
、
隋
・
文
帝
に
従
っ
て
天
下
を

定
め
、
上
柱
国
と
な
り
、
越
国
公
に
封
ぜ
ら
れ
た
。
晋
王
広
と
深
く
結
び
、
広
が
皇
帝

(

煬
帝)

と
な
る
に
及
び
司
徒
に
至
っ
た
が
、
驕
横
な
振

る
舞
い
を
し
た
こ
と
か
ら
帝
に
忌
ま
れ
、
楚
公
に
改
封
さ
れ
た
。『

隋
書』

巻
四
八(

一
二
八
一
頁)

、『

北
史』

巻
四
一(

一
五
〇
九
頁)

に
立
伝
。

��｢
絶
幕｣

砂
漠
を
横
断
す
る
こ
と
。
絶
漠
に
同
じ
。
こ
の
楊
素
の
行
軍
に
つ
い
て
は
、『

隋
書』

巻
四
八
、
楊
素
伝

(

一
二
八
五
頁)

に

｢(

開

皇)

十
八
年

(

五
九
八)

、
突
厥
達
頭
可
汗
犯
塞
、
以
素
為
霊
州
道
行
軍
総
管
、
出
塞
討
之｣

と
あ
り
、
霊
州
方
面
へ
の
対
突
厥
防
衛
戦
を
指
す
。

す
な
わ
ち
、
こ
の
絶
漠
と
は
、
オ
ル
ド
ス
西
南
部
の
横
断
を
い
う
。
な
お
、
右
の
楊
素
伝
は
、
こ
の
遠
征
を
開
皇
一
八
年
と
し
て
い
る
が
、『

資

治
通
鑑』

は
開
皇
一
九
年
二
月
の
条
に
か
け
て
お
り
、
繋
年
が
本
墓
誌
と
一
致
す
る
。

��｢�
類｣

食
べ
て
生
活
す
る
者
。
生
民
。

��｢
開
府
儀
同
三
司｣

漢
魏
に
は
三
司

(

三
公)

待
遇
の
者
を
称
し
た
が
、
そ
の
後
名
目
化
し
、
隋
・
文
帝
期
で
は
正
四
品
の
武
散
官
の
称
号
と

な
っ
た
。『

隋
書』

巻
二
八
、
百
官
志
下

(

七
九
四
頁)

参
照
。

��｢

驃
騎
将
軍｣

隋
・
文
帝
期
で
は
正
四
品
の
武
散
官
。

��｢

齊
王｣

斉
王�
。
煬
帝
の
子
。
開
皇
一
三
年

(

五
九
三)

に
豫
章
王
に
立
て
ら
れ
、
大
業
二
年

(

六
〇
六)

に
な
っ
て
斉
王
に
進
め
ら
れ
た
。

開
皇
年
間
の
記
事
に
は
他
に
、
一
九
年
に
内
史
令
に
な
っ
た
こ
と
が
書
か
れ
て
い
る
だ
け
で
あ
り
、
彼
が

｢

磧
に
入｣

っ
た
と
い
う
記
載
は
正
史
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に
は
見
ら
れ
な
い
。『

隋
書』

巻
五
九

(

一
四
四
二
頁)

、『

北
史』

巻
七
一

(

二
四
七
九
頁)

に
立
伝
。

��｢
仁
寿
四
年｣

西
暦
六
〇
四
年
。
こ
の
年
七
月
、
文
帝
が
死
去
し
、
煬
帝
が
即
位
し
た
。
以
下
の
賜
物
は
煬
帝
即
位
に
関
わ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

��｢
楊
州
に
幸
す
る｣

楊
州
は
現
在
の
江
蘇
省
揚
州
市
一
帯
。
隋
代
に
は
江
都
と
も
称
さ
れ
た
。
大
業
元
年

(

六
〇
五)

の
行
幸
に
つ
い
て
は

『

隋
書』
巻
三
、
煬
帝
紀
、
大
業
元
年
の
条

(

六
五
頁)

に

｢

八
月
壬
寅
、
上
御
龍
舟
、
幸
江
都｣

と
あ
る
。

��｢
世
子
の
訶
耽｣

同
じ
く
固
原
か
ら

｢

史
訶
耽
墓
誌｣

が
出
土
し
て
い
る
。
同
墓
誌
に
は

｢

父�
、
隋
左
領
軍
驃
騎
将
軍｣

と
あ
り
、
こ
の

｢�｣
は
史
射
勿
の
字
槃�
の
略
と
考
え
ら
れ
る
。

��｢
朝
請
大
夫｣
隋
・
煬
帝
期
の
文
散
官
、
正
五
品
。『

通
典』

巻
三
四
、
職
官
一
六
、
文
散
官

(

九
三
七
頁)

に

｢

朝
請
大
夫
、
隋
置
散
官
、
取

漢
将
軍
公
卿
年
高
徳
重
者
、
以
列
侯
就
第
特
進
奉
朝
請
之
義
。
大
唐
因
之｣

と
あ
る
。

��｢
大
興｣

同
じ
く
固
原
か
ら

｢
史
鉄
棒
墓
誌｣

が
出
土
し
て
い
る
。
同
墓
誌
に
は

｢

祖
槃
陀
、
皇
朝
左
領
軍
驃
騎
将
軍
。
父
大
興
、
皇
朝
上
騎

都
尉
・
右
衛
安
化
府
軍
頭｣

と
あ
り
、
槃
陀

(

史
射
勿)

－

大
興－

鉄
棒
と
い
う
系
譜
が
分
か
る
。

��｢
道
樂｣

同
じ
く
固
原
か
ら

｢

史
道
洛
墓
誌｣

が
出
土
し
て
お
り
、
同
一
人
物
と
思
わ
れ
る
。

��｢
石
室｣

宗
廟
中
に
神
主
を
蔵
す
る
石
造
り
の
室
の
こ
と
。｢

祚
は
石
室
に
興
り｣

の
一
節
は
、『

周
書』

巻
五
〇
、
異
域
伝
下
、
突
厥
の
条

(

九
〇
七
頁)

な
ど
に
見
え
る
北
方
民
族
の
始
祖
伝
説
を
想
起
さ
せ
る
。
し
か
し
、
墓
誌
は
明
ら
か
に
ソ
グ
ド
人
の
も
の
で
あ
り
、
当
時
の
中
国

人
が
ソ
グ
ド
人
と
突
厥
人
を
混
同
し
て
い
た
か
ど
う
か
は
問
題
で
あ
る
の
で
、
前
記
の
解
釈
に
し
た
が
っ
て
お
く
。

��｢
金
方｣

西
方
の
意
。
五
行
の
配
当
に
よ
る
。

��｢
中
台｣

漢
代
以
来
、
上
台
・
中
台
・
下
台
の
星

(

三
台)
に
、
太
尉
・
司
徒
・
司
空
の
三
公
を
な
ぞ
ら
え
、
中
台
は
司
徒
も
し
く
は
司
空
を

指
す
。
た
だ
し
、｢

即
ち
中
台
に
擬
う｣

の
一
節
は
、
一
二
行
目
の

｢

開
府
儀
同
三
司｣

の
受
官
を
踏
ま
え
て
い
る
の
で
、
こ
こ
は

｢

三
公
の
地

位｣

の
意
で
使
用
し
て
い
る
。

��｢�
光｣

夕
陽
の
意
。�
は��
。『

楚
辞』

離
騒

(

一
五
頁)

に

｢
吾
令
羲
和
弭
節
兮
、
望��
而
勿
迫

(

王
逸
注：��
、
日
所
入
山
也)｣

と
あ
る
。

��｢

松�
｣

ま
つ
と
ひ
さ
ぎ
。
墓
に
植
え
ら
れ
る
の
で
、
墓
地
を
象
徴
す
る
。

【
口
語
訳
】
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大
隋
の
正
議
大
夫
・
右
領
軍
驃
騎
将
軍
、
故
史
府
君
の
墓
誌
銘

故
人
は
本
名
は
射
勿
、
字
は
槃�
。
平
涼
郡
平
高
県
の
人
で
あ
っ
て
、
そ
の
先
祖
は
西
国
の
出
で
あ
る
。
曽
祖
父
の
妙
尼
、
祖
父
の
波
波
匿
は
、

と
も
に
本
国
に
仕
え
、
二
人
と
も
薩
宝
で
あ
っ
た
。
父
認
愁
は
、
思
う
よ
う
に
な
ら
ぬ
ま
ま
年
だ
け
を
取
り
、
官
途
は
順
調
で
は
な
か
っ
た
。

公
は
、
幼
い
と
き
か
ら
物
事
に
明
る
く
、
志
す
と
こ
ろ
は
聡
明
で
あ
り
、
勇
ま
し
さ
は
他
を
圧
倒
し
、
勇
気
は
人
並
み
は
ず
れ
て
い
た
。
保
定
四

年

(

五
六
四)
、
晋
蕩
公
に
従
軍
し
て
東
方
の
北
斉
を
討
伐
し
た
。
天
和
元
年

(

五
六
六)

、
平
高
公
に
従
軍
し
、
河
東
で
軍
鎮
を
作
っ
た
。
二
年

(

五
六
七)

正
月
、
都
督
を
授
け
ら
れ
た
。
そ
の
年
の
二
月
、
使
者
と
し
て
派
遣
さ
れ
、�
国
公
に
従
軍
し
、
玉
壁
城
を
征
討
し
た
。
建
徳
五
年

(

五
七
六)

、
ま
た
申
国
公
に
従
軍
し
、�
関
を
撃
破
し
、
大
い
に
褒
賞
を
授
け
ら
れ
た
。
宣
政
元
年

(

五
七
八)

、
上
柱
国
・
斉
王
の
宇
文
憲
に
従

軍
し
、
稽
胡
を
攻
め
討
っ
た
。

開
皇
二
年

(

五
八
二)

、
上
開
府
・
岐
章
公
李
軌
に
従
っ
て
涼
州
に
赴
き
、
突
厥
と
涼
州
城
の
北
方
で
戦
っ
た
。
ま
た
そ
の
後
、
史
万
歳
に
従
い
、

突
厥
の
逃
亡
兵
を
捕
ら
え
滅
ぼ
し
た
。
開
皇
三
年

(

五
八
三)

、
募
兵
に
応
じ
て
、
上
開
府
姚
辯
に
従
っ
て
北
征
し
、
策
略
に
よ
っ
て
敵
を
打
ち
の

め
し
た
。
又
、
安
豊
公
に
従
軍
し
て
、
高
越
原
で
は
気
力
の
限
り
を
尽
く
し
敵
を
攻
め
囲
ん
だ
。
一
〇
年

(

五
九
〇)

の
正
月
、
皇
帝
の
并
州
へ
の

行
幸
に
従
っ
た
。
一
四
年

(

五
九
四)

、
帥
都
督
の
職
に
転
じ
た
。
一
七
年

(

五
九
七)

、
大
都
督
に
昇
格
し
た
。
一
九
年

(

五
九
九)

、
又
、
越
国

公
楊
素
に
従
っ
て
砂
漠
を
横
断
し
、
大
い
に
賊
を
殲
滅
し
、
生
き
て
い
る
敵
は
い
な
い
ほ
ど
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
開
府
儀
同
三
司
を
授
か
り
、
旌
旗

で
他
の
者
と
は
功
績
が
異
な
る
こ
と
を
表
し
た
。
そ
の
年
の
一
一
月
、
勅
を
受
け
て
驃
騎
将
軍
を
授
け
ら
れ
た
。
二
〇
年

(

六
〇
〇)

、
ま
た
、
斉

王
に
従
っ
て
砂
磧
へ
進
攻
し
た
。

仁
寿
四
年

(

六
〇
四)

、
粟
一
千
石
と
立
派
な
邸
宅
一
件
、
及
び
奴
婢
・
絹
帛
を
賜
り
、
大
い
に
財
を
蓄
え
た
。
大
業
元
年

(

六
〇
五)

、
転
任
し

て
右
領
軍
驃
騎
将
軍
を
授
か
り
、
布
帛
三
百
段
と
米
二
百
斛
を
賜
っ
た
。
そ
の
年
、
再
び
皇
帝
の
楊
州
へ
の
行
幸
に
従
い
、
布
帛
四
百
段
と
銭
六
万

文
を
賜
っ
た
。

五
年

(

六
〇
九)

三
月
二
十
四
日
、
病
の
た
め
に
私
邸
で
亡
く
な
っ
た
。
享
年
は
六
十
六
で
あ
っ
た
。
六
年

(

六
一
〇)

庚
午
の
年
の
正
月
二
十

二
日
、
平
涼
郡
の
咸
陽
郷
賢
良
里
に
葬
っ
た
。
あ
あ
、
な
ん
と
哀
し
い
こ
と
で
あ
ろ
う
。

嫡
子
の
訶
耽
、
次
子
の
長
楽
、
朝
請
大
夫
で
あ
る
次
の
安
楽
、
そ
の
弟
た
ち
の
大
興
、
胡
郎
、
道
楽
、
拒
達
は
み
な
親
孝
行
な
性
格
で
あ
る
た
め
、

父
親
の
美
徳
を
偲
ん
だ
。
そ
し
て
こ
の
陵
墓
を
敬
い
畏
れ
、
次
の
ご
と
く
銘
を
作
っ
た
。

大
い
な
る
源
が
高
遠
で
あ
り
、
め
で
た
い
き
ざ
し
は
長
く
続
く
。
運
祚
は
祖
先
の
宗
廟
よ
り
お
こ
り
、
一
族
は
西
方
で
栄
え
た
。
史
君
が
生
ま
れ
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て
、
こ
の
一
家
は
繁
栄
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
剣
に
手
を
か
け
て
従
軍
し
、
刀
を
と
っ
て
王
者
の
業
を
助
け
た
。
功
績
を
上
げ
て
昇
進
し
、
誠
実
な

働
き
で
褒
賞
を
得
た
。
将
軍
の
地
位
に
昇
り
つ
め
、
位
は
三
公
に
準
じ
る
ほ
ど
に
な
っ
た
。
し
か
し
、
つ
む
じ
風
の
何
と
は
や
く
吹
き
去
る
こ
と
か
。

夕
陽
は
に
わ
か
に
没
し
て
し
ま
っ
た
。
い
つ
ま
で
も
い
つ
ま
で
も
、
松�
が
朽
ち
る
ま
で
、
こ
の
墓
の
続
か
ん
こ
と
を
。

考

察

墓
主
と
そ
の
生
涯

本
墓
誌
文
の
内
容
は
、
五
段
落
に
分
け
ら
れ
よ
う
。
す
な
わ
ち
、
①
誌
題

(

第
一
行)

、
②
先
祖
に
関
す
る
記
述

(

第
三
行
ま
で)

、
③
墓
主
の
生

涯
の
重
要
な
出
来
事

(

第
一
六
行
ま
で)

、
④
墓
主
の
死
亡
・
埋
葬
と
遺
子
に
関
す
る
記
述

(

第
二
〇
行
ま
で)

、
⑤
銘
文
、
の
ご
と
く
で
あ
る
。
全

体
の
字
数
は
少
な
く
、
文
章
は
平
易
で
古
典
の
引
用
も
な
く
、
さ
ほ
ど
複
雑
な
構
成
で
は
な
い
。

墓
主

｢

史
射
勿｣

は
、
在
来
史
料
中
に
彼
に
相
当
す
る
と
思
わ
れ
る
人
物
が
一
切
見
当
た
ら
ず
、
本
墓
誌
の
出
現
に
よ
っ
て
初
め
て
そ
の
存
在
が

知
ら
れ
た
。
そ
の
本
貫
は
、
墓
誌
に
は

｢
平
涼
平
高
県
の
人｣

と
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
も
そ
も
史
姓
は
、
古
来
中
国
に
存
在
し
、
ま
た
阿
史
那
懐
道

を
史
懐
道
と
称
す
る
よ
う
に
突
厥
人
の
姓
の
例
も
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
本
墓
誌
に
は
先
祖
は

｢

西
国
よ
り
出
づ｣

と
記
さ
れ
、
さ
ら
に
射
勿
の

子
の｢

史
訶
耽
墓
誌｣

に
は｢

史
国
王
の
苗
裔
な
り｣
と
刻
さ
れ
る
の
で
、
明
ら
か
に
キ
ッ
シ
ュ
出
身
の
ソ
グ
ド
人
が
平
涼
郡
平
高
県(

現
固
原
県)

に
移
住
し
て
き
た
家
系
と
見
て
よ
い
。
墓
主
は
諱
が
射
勿
、
字
が
槃
陀
と
記
さ
れ
て
い
る
が
、
語
釈
③
で
見
た
ご
と
く
、
射
勿
槃
陀
が
本
名
の
漢
字

音
写
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
名
を
分
解
し
て
記
述
す
る
例
は
、
外
来
語
の
音
写
と
考
え
ら
れ
る

｢

菩
薩｣

と
い
う
名
を
、｢

君
、
諱
は
菩
、
字

は
薩｣

と
刻
す
洛
陽
出
土
の
ソ
グ
ド
人

｢

安
菩
墓
誌｣

(

唐
・
景
龍
三
年
、
七
〇
九)

等
に
も
見
ら
れ
る
。

さ
て
、
墓
主
一
族
が
中
国
に
移
住
し
た
の
は
、
墓
主
の
父
認
愁
の
晩
年
期
で
、
彼
は
祖
先
を
継
い
で
行
商
隊
の
首
領
格
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、

何
ら
か
の
理
由
で
そ
の
地
位
を
失
い
、
平
高
県
に
居
を
構
え
た
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。
墓
誌
に
よ
れ
ば
、
墓
主
は
隋
・
大
業
五
年

(

六
〇
九)

に

六
六
歳
で
没
し
て
い
る
の
で
、
五
四
四
年
に
生
ま
れ
た
こ
と
に
な
る
。
中
国
で
は
北
魏
が
東
西
に
分
裂
し
た
一
〇
年
後
に
あ
た
る
。
墓
誌
文
に
初
め

て
登
場
す
る
年
号
が
四
行
目
の
北
周
・
保
定
四
年

(

五
六
四)

、
墓
主
二
一
歳
の
年
で
あ
る
の
で
、
墓
主
の
中
国
移
住
は
ま
だ
年
少
の
時
期
で
あ
っ

た
。中

国
移
住
後
の
史
射
勿
の
事
績
を
年
代
順
に
ま
と
め
れ
ば
、
次
の
ご
と
く
で
あ
る
。
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(

五
五
六
年
北
周
成
立)

五
六
四
年

(

二
一
歳)

宇
文
護
に
従
い
東
討

五
六
六
年

(

二
三
歳)

平
高
公
に
従
い
河
東
に
作
鎮

五
六
七
年

(

二
四
歳)

都
督
を
受
官
、
王
軌
に
従
い
玉
壁
城
に
使
い
す
る

五
七
六
年

(

三
三
歳)

李
穆
に
従
い�
関
を
撃
破

(

五
七
七
年
北
斉
滅
亡)

五
七
八
年

(

三
五
歳)

宇
文
憲
に
従
い
河
東
に
稽
胡
討
伐

(

五
八
一
年
隋
成
立)

五
八
二
年

(

三
九
歳)
李
軌
に
従
い
涼
州
方
面
に
対
突
厥
遠
征
、
史
万
歳
に
従
い
突
厥
追
撃

五
八
三
年

(

四
〇
歳
〉
姚
辯
に
従
い
北
征
、
竇
栄
定
に
従
い
涼
州
方
面
に
対
突
厥
遠
征

五
九
〇
年

(

四
七
歳)

隋
・
文
帝
の
并
州
行
幸
に
随
行

五
九
四
年

(

五
一
歳)

帥
都
督
を
受
官

五
九
七
年

(

五
四
歳)

大
都
督
を
受
官

五
九
九
年

(

五
六
歳)

楊
素
に
従
い
霊
州
方
面
に
対
突
厥
遠
征
、
開
府
儀
同
三
司
・
驃
騎
将
軍
を
受
官

六
〇
〇
年

(

五
七
歳)

斉
王
に
従
い
入
磧
し
て
対
突
厥
戦

(

六
〇
四
年
煬
帝
即
位)

六
〇
五
年

(

六
二
歳)

右
領
軍
驃
騎
将
軍
を
受
官
、
煬
帝
の
揚
州
行
幸
に
随
行

六
〇
九
年

(

六
六
歳)

死
去

す
な
わ
ち
、
北
斉
の
滅
亡
ま
で
は
墓
主
は
お
も
に
河
東

(

山
西)

方
面
へ
の
対
北
斉
戦
に
従
軍
し
、
以
後
は
北
方
・
西
北
方
面
へ
の
対
突
厥
戦
に

従
軍
し
て
い
る
様
子
が
見
て
と
れ
る
。
そ
れ
に
と
も
な
っ
て
、
彼
の
地
位
も
、
都
督
↓
帥
都
督
↓
大
都
督
↓
開
府
儀
同
三
司
・
驃
騎
将
軍
↓
右
領
軍

驃
騎
将
軍
の
ご
と
く
に
昇
官
し
て
い
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
さ
ら
に
よ
く
考
え
て
み
る
と
、
墓
主
は
五
一
歳
で
帥
都
督
を
授
与
さ
れ
る
ま
で
、
一
貫
し
て

｢

都
督｣

の
肩
書
で
北
周
・
隋
の

軍
事
行
動
に
参
加
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
な
ら
ば
、
こ
の
場
合
の

｢

都
督｣

と
は
一
体
何
で
あ
ろ
う
か
。
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都
督
に
つ
い
て

『
周
書』

を
繙
ひ
も
と

け
ば
、
北
周
期
に
は
数
種
の
都
督
の
存
在
が
知
ら
れ
る
。
た
と
え
ば
、
西
魏
建
国
前
後
に
は
賀
抜
岳
・
趙
貴
・
侯
莫
陳
崇
な
ど
の

将
が
都
督
を
称
す
る
が
、
こ
れ
ら
の
者
の
多
く
は
後
に
八
柱
国
・
十
二
大
将
軍
と
呼
ば
れ
る
関
中
覇
権
樹
立
の
立
役
者
で
あ
り
、
こ
う
し
た
都
督
と

本
墓
主
を
同
一
視
す
る
訳
に
は
い
か
な
い
。
宇
文
泰
が
号
し
た
関
西
大
都
督
も
同
様
で
あ
る
。
つ
い
で
目
に
つ
く
の
は
、
都
督
中
外
諸
軍
事
や
都
督

某
州
諸
軍
事(
某
は
数
州
を
帯
び
る
場
合
が
多
い)

な
ど
の
都
督
で
あ
る
が
、
こ
う
し
た
ケ
ー
ス
は
同
時
に
郡
公
な
ど
の
高
い
封
爵
を
あ
わ
せ
持
ち
、

相
当
大
規
模
の
軍
兵
を
動
か
す
権
限
を
有
し
て
お
り
、
や
は
り
本
墓
主
の
例
に
は
ふ
さ
わ
し
く
な
い
で
あ
ろ
う
。
太
祖

(

宇
文
泰)

な
ど
の
帳
内
都

督
や
親
信
都
督
は
あ
る
高
権
力
者
の
直
属
の
将
校
で
あ
り
、
防
城
都
督
と
い
う
の
も
あ
る
特
定
の
城
市
の
防
衛
を
担
う
兵
帥
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

し
か
し
、
こ
れ
ら
と
は
別
に
、
単
に
都
督
の
称
号
を
帯
び
る
人
物
が
、
顕
貴
の
遠
征
に
従
軍
す
る
ケ
ー
ス
も
見
ら
れ
る
。
一
例
を
あ
げ
れ
ば
、

『

周
書』

巻
二
二
、
楊
寛
伝

(

三
六
五
頁)

に
、

�
杲
反
す
る
に
、
寛
、
都
督
を
以
て
太
宰
・
上
党
王
元
天
穆
に
従
い
、
討
ち
て
之
を
平
ら
ぐ
。

と
あ
り
、
同
書
巻
一
五
、
于
寔
伝

(

二
五
一
頁)

に
、

都
督
を
加
え
ら
れ
、
又
、
太
祖
に
従
い
て�
山
に
戦
う
。

と
あ
る
。
し
か
も
、
こ
れ
ら
都
督
の
中
に
は
、
本
墓
主
と
同
様
に
、
後
に
帥
都
督
、
大
都
督
へ
と
昇
格
す
る
例
も
少
な
く
な
い
。
と
す
れ
ば
、
墓
主

史
射
勿
が
称
し
た
都
督
は
、
こ
れ
ら
と
同
性
格
の
地
位
で
あ
っ
た
と
見
て
、
大
過
な
い
で
あ
ろ
う
。

な
お
、
都
督
は
、
塩
池
や
隴
右
・
原
州
・
塩
州
・
苑
川
・
沙
苑
等
の
牧
監
に
も
置
か
れ
る
が
、
原
州
は
羊
牧
に
大
都
督
と
尉
が
、
駝
牛
牧
に
尉
が

設
置
さ
れ
る
だ
け
で
、
都
督
・
帥
都
督
は
存
在
し
な
い
。

そ
れ
な
ら
ば
、
史
射
勿
の
場
合
の
都
督
と
は
、
一
体
ど
の
よ
う
な
兵
制
上
の
位
置
に
あ
る
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

五
四
三
年
、
西
魏
の
宇
文
泰
は�
山
の
戦
い
で
東
魏
に
大
敗
北
を
喫
し
、
多
大
の
兵
力
を
失
っ
た
。
そ
の
た
め
彼
は
、
新
た
な
兵
力
の
増
強
策
を

講
じ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。『

周
書』

巻
二
、
文
帝
紀
下
、
大
統
九
年

(

五
四
三)
三
月
の
条

(

二
八
頁)

に
、�
山
の
敗
戦
直
後
の
こ
と
と
し
て
、

是
に
於
て
、
広
く
関
隴
の
豪
右
を
募
り
、
以
て
軍
旅
を
増
す
。

と
あ
り
、
同
書
巻
三
七
、
郭
彦
伝

(

六
六
六
頁)

に
、

大
統
十
二
年

(

五
四
六)

、
初
め
て
当
州
の
首
望
を
選
び
、
郷
兵
を
統
領
せ
し
む
。(

郭
彦)
帥
都
督
・
持
節
・
平
東
将
軍
に
除
せ
ら
る
。
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と
あ
り
、
さ
ら
に
同
書
巻
二
三
、
蘇
椿
伝

(

三
九
五
頁)

に
、

(

大
統)

十
四
年

(

五
四
八)

、
当
州
の
郷
帥
を
置
き
、
郷
望
の
衆
心
に
允
当
す
る
に
非
ざ
る
よ
り
は
、
焉
に
預
か
る
を
得
ざ
ら
し
む
。

と
記
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
の

｢

関
隴
豪
右
の
広
募｣

策
、｢

当
州
首
望
の
郷
兵
統
領｣

策
、｢

当
州
郷
帥
の
設
置｣

策
が
、
い
ず
れ
も
宇
文
泰
の
兵
力
増

強
策
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
諸
先
学
の
解
釈
は
一
致
し
て
い
る

(

浜
口
重
国

｢

西
魏
の
二
十
四
軍
と
儀
同
府｣

、『

秦
漢
隋
唐
史
の
研
究』

上
、

東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
六
六
年
、
菊
池
英
夫

｢

北
朝
軍
制
に
於
け
る
所
謂
郷
兵
に
つ
い
て｣

、『

重
松
先
生
古
稀
記
念
九
州
大
学
東
洋
史
論
叢』

九

大
文
学
部
東
洋
史
研
究
室
、
一
九
五
七
年
、
唐
長
儒

｢

魏
周
席
兵
制
度
弁
疑｣

、『

魏
晋
南
北
朝
史
論
叢』

生
活
・
読
書
・
新
知
三
聯
書
店
、
一
九
五

五
年
、
谷
霽
光

『

府
兵
制
度
考
釈』

上
海
人
民
出
版
社
、
一
九
六
二
年
、
谷
川
道
雄

｢

西
魏
二
十
四
軍
の
成
立
と
豪
族
社
会｣

、『

増
補
隋
唐
帝
国
形

成
史
論』

筑
摩
書
房
、
一
九
九
八
年)

。

そ
し
て
、
こ
れ
ら
を
う
け
た
具
体
的
事
例
と
し
て
、
同
書
巻
三
二
、
柳
敏
伝

(

五
六
〇
頁)

に
、

(

柳
敏)

帥
都
督
を
加
え
ら
れ
、
本
郷
の
兵
を
領
す
。
俄
か
に
し
て
大
都
督
に
進
む
。

と
あ
り
、
巻
三
九
、
韋�
伝

(

六
九
四
頁)
に
、

(

韋�
)

望
族
を
以
て
、
兼
ね
て
郷
兵
を
領
し
、
帥
都
督
を
加
え
ら
る
。

と
見
え
る
史
料
も
、
こ
れ
ま
で
西
魏
・
北
周
の
府
兵
制
研
究
で
は
し
ば
し
ば
取
り
上
げ
ら
れ
て
き
た
。

問
題
は
、
文
帝
紀
の

｢

広
募
豪
右｣

と
、
郭
彦
伝
・
蘇
椿
伝
の

｢

統
領
郷
兵｣

｢

当
州
郷
帥
設
置｣

と
の
関
係
で
あ
る
。
先
学
の
多
く
は
、
こ
れ

ら
の
政
策
が
、
増
兵
策
の
一
連
の
経
過
と
解
す
る
か
、
ま
た
は

｢

統
領
郷
兵｣

｢

当
州
郷
帥
設
置｣

を

｢

広
募
豪
右｣

の
具
体
例
と
解
さ
れ
て
き
た
。

こ
の
問
題
を
、
さ
ら
に
一
歩
掘
り
下
げ
た
の
は
、
谷
川
氏
で
あ
る
。
氏
は
、｢

豪
右｣

は
、
家
柄
で
は
関
中
郡
姓
の
よ
う
な

｢

郡
望｣

に
は
及
ば

ず
、
社
会
的
影
響
力
は
県
レ
ベ
ル
に
と
ど
ま
り
、
そ
の
統
率
す
る
軍
団
も
大
部
隊
で
は
な
い
よ
う
な
群
小
豪
族
層
を
指
し
、
一
方｢

郷
帥｣

の
方
は
、

そ
れ
ら
豪
右
を
統
率
し
て
、
彼
ら
の
兵
力
を
国
軍
全
体
に
組
織
す
る
立
場
の
者
を
指
す
の
で
あ
り
、
と
す
れ
ば
郷
帥
は
郡
望
以
外
に
は
考
え
ら
れ
な

い
と
分
析
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
解
釈
に
従
う
な
ら
ば
、
わ
れ
わ
れ
は
こ
こ
か
ら
、
次
の
よ
う
な
上
下
関
係
の
図
式
を
想
定
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

郷
帥

(

郡
望)

－

豪
右

(

群
小
豪
族)

－

郷
兵

と
す
る
と
、
郷
帥
が
帯
び
た
軍
職
は
、
前
掲

『

周
書』

五
史
料
の
う
ち
三
史
料
に

｢
帥
都
督｣

と
記
さ
れ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
下
で
郷
兵
を

率
い
る
豪
右
の
帯
び
る
軍
職
は

｢

都
督｣

が
最
も
ふ
さ
わ
し
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
と
す
れ
ば
、
宇
文
泰
の
増
兵
策
に
よ
っ
て
、
豪
右

の
都
督
が
多
数
誕
生
し
た
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
が
、
北
魏
末
か
ら
東
西
魏
に
か
け
た
華
北
の
大
動
乱
に
よ
っ
て
こ
の
官
に
任
命
さ
れ
た
者
が
夥
し
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い
数
に
の
ぼ
っ
た
こ
と
は
、
す
で
に
浜
口
氏

(

前
掲
論
文)

に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、『

周
書』

巻
五
、
武
帝
紀
上
、
建
徳
元
年

(

五

七
二)

の
条

(

八
一
頁)

に
、

十
一
月
…
…
庚
戌
、
羌
橋
に
行
幸
し
、
京
城
以
東
の
諸
軍
の
都
督
以
上
を
集
め
、
頒
賜

は
ん
し

す
る
こ
と
差
有
り
。
…
…
十
二
月
壬
申
、
斜
谷
に
行
幸

し
、
京
城
以
西
の
諸
軍
の
都
督
已
上
を
集
め
、
頒
賜
す
る
こ
と
差
有
り
。

と
あ
り
、
こ
れ
に
よ
っ
て
も
関
中
に
広
く
都
督
以
上
の
諸
軍
が
分
布
し
て
い
る
こ
と
が
見
て
取
れ
る
。

史
射
勿
の
場
合
は
、
平
高
県
の
郷
兵
を
率
い
て
度
々
軍
事
遠
征
に
従
軍
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、
そ
れ
が
全
て
ソ
グ
ド
人
と
は
い
え
な
い

か
も
し
れ
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
彼
の
周
囲
に
漢
文
墓
誌
を
撰
す
る
人
間
が
い
た
こ
と
は
確
か
だ
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
う
は
い
っ
て
も
、
や
は

り
ソ
グ
ド
人
が
中
心
だ
っ
た
と
考
え
て
よ
い
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
彼
の
一
族
は
父
親
の
代
ま
で
薩
宝
だ
っ
た
の
で
あ
り
、
そ
の
家
柄
は

｢

史
国
王

の
苗
裔｣

と
ま
で
記
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

そ
れ
な
ら
ば
、
ソ
グ
ド
人
が
都
督
と
し
て
領
兵
す
る
例
は
、
他
に
見
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
か
。『

周
書』

巻
一
九
、
楊
忠
伝

(

三
一
五
頁)

に
は
、

西
魏
の
荊
州
討
伐
を
記
し
て
、

(

独
孤)

信
、(

楊)

忠
と
都
督
康
洛
児
、
元
長
生
と
を
し
て
前
駆
と
為
し
、
馳
せ
て
其
の
城
に
至
ら
し
む
。
…
…
忠
、
洛
児
、
長
生
と
城
に
乗

り
て
入
る
。

と
見
え
、
こ
こ
に
都
督
康
洛
児
な
る
人
物
が
登
場
す
る
。
唐
・
天
宝
年
間
の
敦
煌
従
化
郷

｢

差
科
簿｣

に
は
、
曹
好
児
・
康
俊
児
・
曹
忠
児
・
安
児

児
の
ご
と
く

｢

児｣

字
を
も
つ
ソ
グ
ド
人
名
が
見
え
る
の
で
、
康
洛
児
は
そ
の
姓
名
か
ら
ソ
グ
ド
の
血
を
引
い
て
い
た
可
能
性
は
高
い
と
い
っ
て
よ

い
で
あ
ろ
う
。
康
洛
児
の
場
合
は
、
た
ま
た
ま
後
の
隋
・
文
帝
の
父
親
の
業
績
に
か
か
わ
っ
た
の
で
、
わ
ず
か
に
引
用
箇
所
に
の
み
そ
の
名
を
と
ど

め
た
が
、
記
録
に
残
ら
な
か
っ
た
同
じ
ケ
ー
ス
は
他
に
も
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
墓
主
史
射
勿
は
、
そ
の
よ
う
な
ソ
グ
ド
人
都
督
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

隋
の
右
領
軍
驃
騎
将
軍

さ
て
、
北
周
の
都
督
で
あ
っ
た
墓
主
は
、
五
九
四
年(

文
帝
・
開
皇
一
四
年)
に
帥
都
督
と
な
り
、
最
終
的
に
は
六
〇
五
年(

煬
帝
・
大
業
元
年)

に
右
領
軍
驃
騎
将
軍
の
称
号
を
授
与
さ
れ
た
と
墓
誌
に
刻
さ
れ
る
。『

隋
書』

百
官
志
下
に
よ
れ
ば
煬
帝
の
官
制
改
革
は
大
業
三
年
で
あ
る
の
で
、

墓
主
の
帥
都
督
以
降
の
官
名
は
す
べ
て
隋
・
文
帝
期
の
制
に
依
拠
し
た
も
の
と
見
て
よ
い
。

隋
の
都
督
・
帥
都
督
・
大
都
督
等
の
官
名
が
北
周
の
制
に
由
来
す
る
こ
と
は
、
す
で
に
谷
霽
光

『

府
兵
制
度
考
釈』

以
来
、
定
説
と
さ
れ
て
い
る
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(

近
年
で
は
張
国
剛

｢

唐
代
府
兵
淵
源
与
番
役｣

、
同
氏

『

唐
代
政
治
制
度
研
究
論
集』

台
湾
・
文
津
出
版
社
、
一
九
九
四
年)

。
今
、『

周
書』

巻

二
四
、
盧
辮
伝
、
王
仲
犖

『

北
周
六
典』

巻
九
、
お
よ
び

『

隋
書』

百
官
志
下
に
基
づ
い
て
、
北
周
と
階
の
制
を
比
較
し
て
み
れ
ば
、
次
の
と
お
り

で
あ
る
。

[

北
周]
柱
国
大
将
軍

(

正
九
命)

－

大
将
軍

(

正
九
命)

－

驃
騎
・
車
騎
大
将
軍

(

九
命)

－

驃
騎
・
車
騎
将
軍

(

正
八
命)

－

大
都
督

(

八

命)
－

帥
都
督

(

正
七
命)

－

都
督

(

七
命)

[

隋]

上
柱
国

(

従
一
品)

－

柱
国

(

正
二
品)

－

上
大
将
軍

(

従
二
品)

－

大
将
軍

(

正
三
品)

－

将
軍

(

従
三
品)

－

驃
騎
将
軍

(

正
四

品)
－

車
騎
将
軍

(

正
五
品)

－

大
都
督

(

正
六
品)
－

帥
都
督

(

従
六
品)

－

都
督

(

正
七
品)

大
都
督
で
比
較
し
て
み
れ
ば
、
隋
制
は
周
制
よ
り
二
階
級
半(

五
ラ
ン
ク)

降
格
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
れ
は
、
軍
将
の
地
位
を
下
げ
、

そ
の
実
権
を
分
散
さ
せ
た
た
め
だ
と
さ
れ
る

(

谷
霽
光
、
一
一
四
頁)

。

と
こ
ろ
で
、
墓
主
史
射
勿
の
最
終
官
職
で
あ
る

｢

右
領
軍
驃
騎
将
軍｣

に
つ
い
て
は
、
考
察
の
余
地
が
残
さ
れ
る
。
と
い
う
の
も
、『

隋
書』

百

官
志
下

(

七
七
九
頁)

の
文
帝
官
制
に
は
、
左
右
衛
・
左
右
武
衛
府
・
左
右
武
候
・
左
右
領
左
右
府
・
左
右
監
門
府
・
左
右
領
軍
府
の
十
二
衛

(

十

二
府)

の
制
を
述
べ
、
そ
こ
に
は
、

左
右
領
軍
府
は
、
お
の
お
の
十
二
軍
の
籍
帳
・
差
科
・
辞
訟
の
事
を
掌
る
。
将
軍
を
置
か
ず
。
唯
、
長
史
・
司
馬
・
掾
属
及
び
録
事
・
功
・
倉
・

戸
・
騎
・
兵
等
の
曹
参
軍
、
法
・
鎧
等
の
曹
行
参
軍

(

各
一
人)

、
行
参
軍

(

十
六
人)

等
の
員
有
る
の
み
。

と
記
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
を
素
直
に
読
め
ば
、
左
右
領
軍
に
将
軍
は
存
在
し
な
か
っ
た
こ
と
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
で
は
、
墓
主
が
就
任
し
た

右
領
軍
驃
騎
将
軍
と
は
ど
の
よ
う
な
軍
職
だ
っ
た
と
考
え
れ
ば
よ
い
で
あ
ろ
う
か
。

実
は

『

隋
書』

を
検
索
す
る
と
、
百
官
志
の
右
の
記
事
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
文
帝
期
お
よ
び
煬
帝
期
の
大
業
三
年
以
前
に
左
右
領
軍
の
大

将
軍
・
将
軍
の
称
号
を
帯
び
た
者
は
、
管
見
の
限
り
で
は
一
二
名
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
一
歩
譲
っ
て
も
、
右
の
百
官
志
の
記
事
は
、
左
右
領
軍

府
に
は
左
・
右
領
軍
大
将
軍
、
同
将
軍
を
置
か
な
い
と
述
べ
て
い
る
だ
け
で
、
左
右
領
軍
府
に
所
属
す
る
地
方
府
の
驃
騎
将
軍
を
置
か
な
い
と
ま
で

言
っ
て
い
る
訳
で
は
な
い
。

そ
こ
で
、
石
刻
史
料
を
あ
た
っ
て
み
る
と
、
本
墓
主
に
近
似
の
例
と
し
て
、
次
の
よ
う
な
ケ
ー
ス
に
出
会
う

(

所
在
は

『

北
京
図
書
館
蔵
中
国
歴

代
石
刻
拓
本�

編』

第
一
〇
冊
の
墓
誌
番
号
で
示
す)

。

｢

劉
徳
墓
誌｣

[

四
九
三]

上
開
府
儀
同
三
司

(

仁
寿
元
年)

↓�
州
右
武
衛
三
驃
騎
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｢

孔
神
通
墓
誌｣

[

五
〇
六]

帥
都
督

(

建
徳
四
年)

↓
大
都
督

(

同
五
年)

↓
驃
騎
将
軍

(

開
皇
一
二
年)

↓
右
武
衛
車
騎

(

大
業
元
年)

｢

伍
道
進
墓
誌｣

[

五
五
四]

都
督

(

建
徳
五
年)

↓
帥
都
督

(

開
皇
六
年)

↓
左
衛
率
府
翊
衛
車
騎

(

仁
寿
三
年)

↓
勲
衛
車
騎

(

同
年)

↓

左
衛
府
左
右
車
騎

(

大
業
元
年)

｢
范
安
貴
墓
誌｣

[

五
六
六]

都
督

(

開
皇
三
年)

↓
帥
都
督
↓
開
府
儀
同
三
司
↓
右
領
軍
右
二
驃
騎
将
軍

(

い
ず
れ
も
開
皇
中)

ま
た
、『
金
石
萃
編』

巻
六
一

｢

乙
速
孤
神
慶
碑｣

に
は
、
碑
主
の
祖
父
は

｢

周
の
右
武
候
□
□
府
驃
騎
将
軍
、
開
府
儀
同
三
司｣

で
あ
っ
た
と

い
う
。
解
読
不
能
の
二
字
は

｢

左｣
｢

右｣

の
ど
ち
ら
か
と
数
字
が
記
さ
れ
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
数
字
は
、
右
の

｢

范
安
貴
墓
誌｣

で

い
え
ば
、
右
領
軍
の
配
下
の
驃
騎
府
の
次
序
排
列
を
表
し

(

谷
霽
光
、
一
一
三
頁)

、｢

劉
徳
墓
誌｣

の
場
合
は
そ
の
驃
騎
府
が�

州
に
置
か
れ
て
い

た
こ
と
を
示
す
。
こ
れ
ら
の
事
例
を
参
考
に
す
れ
ば
、
史
射
勿
は
、
煬
帝
の
大
業
元
年
に
右
領
軍
配
下
の
驃
騎
府
の
長
官
で
あ
る
驃
騎
将
軍
に
就
任

し
た
も
の
と
解
し
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
そ
の
驃
騎
府
が
設
置
さ
れ
た
場
所
と
し
て
は
、
原
州
が
ま
ず
第
一
候
補
地
で
は
あ
ろ
う
が
、
残
念

な
が
ら
そ
こ
ま
で
を
証
明
す
る
史
料
は
今
の
と
こ
ろ
存
在
し
な
い
。

原
州
の
地
政
学
的
意
義

最
後
に
、
史
氏
一
族
の
墓
が
発
見
さ
れ
た
、
原
州

(

固
原)

と
い
う
地
の
地
政
学
的
意
義
に
触
れ
て
お
き
た
い
。

そ
も
そ
も
こ
の
地
は
、
東
南
方
面
は
長
安
に
通
じ
、
西
方
は
河
西
に
つ
な
が
る
交
通
の
要
衝
で
あ
る
が
、
そ
れ
だ
け
で
は
な
く
、
北
方
の
霊
州
と

の
関
係
を
見
落
と
し
て
は
な
ら
な
い
。
北
魏
末
に
、
後
に
西
魏
を
建
て
る
こ
と
に
な
る
勢
力
が
関
中
に
進
出
し
た
際
、
そ
れ
を
率
い
た
の
は
賀
抜
岳

で
あ
り
、
そ
の
死
後
を
受
け
継
い
だ
の
が
宇
文
泰
で
あ
る
が
、
彼
ら
は
い
ず
れ
も
原
州
に
進
出
し
、
ま
ず
そ
こ
を
拠
点
と
し
た
の
で
あ
っ
た
。
そ
の

理
由
は
、
当
時
霊
州
に
曹
泥
と
い
う
有
力
者
が
拠
っ
て
お
り
、
彼
は
東
魏
の
高
歓
と
通
じ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

そ
の
高
歓
は
、
西
魏
と
対
抗
す
る
た
め
に
、
山
西
の
太
原
を
押
さ
え
て
い
た
。
太
原
と
霊
州
の
二
大
拠
点
を
支
配
下
に
収
め
れ
ば
、
長
安
を
攻
略

で
き
る
の
で
あ
る
。
安
史
の
乱
に
際
し
、
賊
軍
に
長
安
を
占
領
さ
れ
た
唐
側
は
、
粛
宗
が
ま
ず
霊
州
に
行
き
、
そ
こ
か
ら
太
原
方
面
を
押
さ
え
、
ウ

イ
グ
ル
の
援
軍
を
得
て
長
安
を
回
復
し
た
し
、
唐
初
に
突
厥
が
大
挙
し
て
中
国
侵
寇
を
企
て
た
際
に
も
、
突
厥
は
太
原
方
面
と
霊
州
方
面
か
ら
長
安

進
攻
を
計
画
し
た
。
し
た
が
っ
て
、
関
中
に
進
出
し
た
宇
文
泰
ら
が
ま
ず
押
さ
え
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
は
、
霊
州
に
対
す
る
防
衛
線
の
要
で
あ
る

原
州
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
そ
の
時
、
同
地
を
護
っ
て
い
た
の
は
、
原
州
刺
史
の
史
帰
と
い
う
人
物
で
あ
っ
た

(『

周
書』

八
頁
、
二
六
九
頁
、
二
八
二
頁
に
登
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場)

。
宇
文
泰
側
は
、
こ
の
史
帰
を
打
ち
破
っ
て
、
原
州
を
押
さ
え
た
の
で
あ
る
。
そ
の
姓
だ
け
を
根
拠
に
、
こ
の
人
物
を
ソ
グ
ド
系
と
決
め
つ
け

る
訳
に
は
ゆ
か
な
い
が
、
可
能
性
は
あ
る
で
あ
ろ
う
。
も
し
そ
う
だ
と
す
れ
ば
、
史
氏
は
北
魏
末
に
は
原
州
に
達
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

固
原
の
史
氏
一
族
は
、
お
そ
ら
く
は
河
西
方
面
か
ら
中
国
に
入
っ
て
来
た
の
で
あ
ろ
う
が
、
や
が
て
彼
ら
が
原
州
に
落
ち
着
い
た
の
は
、
こ
の
地

が
河
西
・
長
安
・
霊
州
と
を
結
ぶ
交
通
の
要
衝
だ
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
そ
の
時
期
は
、
遅
く
と
も
西
魏
初
期
、
早
け
れ
ば
北
魏
末
期
に

さ
か
の
ぼ
る
。
一
般
に
、
ソ
グ
ド
人
と
い
う
と
商
人
の
イ
メ
ー
ジ
が
強
い
が
、
本

｢

史
射
勿
墓
誌｣

か
ら
浮
か
び
上
が
っ
た
の
は
、
軍
人
と
し
て
北

周
・
隋
代
を
生
き
抜
い
た
墓
主
の
姿
で
あ
っ
た
。
彼
が
父
親
に
従
っ
て
親
子
数
名
で
中
国
に
移
住
し
て
き
た
な
ど
と
い
う
こ
と
が
あ
ろ
う
は
ず
は
な

く
、
彼
の
背
後
に
は
、
か
つ
て
薩
宝
に
率
い
ら
れ
て
い
た
数
多
く
の
ソ
グ
ド
人
が
存
在
し
た
に
違
い
な
い
。『

隋
書』

百
官
志
下
、
隋
・
文
帝
期
の

制
、
流
内
視
品
十
四
等
の
視
正
九
品
の
条

(

七
九
一
頁)

に
は
、｢

諸
州
胡
二
百
戸
已
上
薩
保｣

が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、『

隋
書』

巻
七
、
礼

儀
志
二

(

一
四
九
頁)

に
は
、
北
斉
末
期
の
状
況
と
し
て
、

後
主
の
末
年
、
其
の
鬼
に
非
ざ
る
を
祭
り
、
躬
自

み
ず
か

ら
鼓�
し
て
、
以
て
胡
天
に
事
う
る
に
至
る
。�
中
遂
に
淫
祀
多
く
、
茲
の
風
、
今
に
至
る

ま
で
絶
え
ず
。
後
周
、
西
域
を
招
来
せ
ん
と
欲
す
れ
ば
、
ま
た
胡
天
を
拝
す
る
の
制
有
り
。

と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
こ
と
を
考
え
合
わ
せ
る
と
、
固
原
の
史
氏
一
族
の
墓
誌
は
、
六
鎮
の
乱
に
よ
っ
て
北
魏
を
東
西
に
分
裂
さ
せ
て
、

や
が
て
隋
・
唐
を
生
み
出
し
て
ゆ
く
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
、
た
だ
単
に
長
城
地
帯
の
勢
力
に
よ
っ
て
の
み
も
た
ら
さ
れ
た
と
見
る
の
で
は
な
く
、
よ
り
広

い
視
野
で
、
少
な
く
と
も
ユ
ー
ラ
シ
ア
東
半
の
動
き
の
中
で
と
ら
え
る
必
要
が
あ
る
こ
と
を
、
わ
れ
わ
れ
に
示
し
て
い
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
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｢史射勿墓誌｣ 関連地図




